
【応募テーマ】 B: 雨となかよくくらすために 「建物 ・ 施設でできること」

雨の流れを楽しく魅せる

屋根に降った雨水を集めて流す 「雨樋」

地味で目立たない雨樋ですが、 米国環境保護庁 (EPA) が掲

げるグリーンインフラの基礎的な１０の要素の一番目は 「雨樋

を排水施設から切り離すこと」 であったりと、 雨水活用におい

ては非常に重要な存在です。

タンクや雨庭に雨水を届けてくれるこの重要な立役者を地味

なまま放っておいてはもったいない！！！

雨樋の形を工夫することで、 雨水の流れを遊び心たっぷりに魅

せたり、 メッセージを伝えたりすることができれば、 もっともっと

雨水活用が楽しくなるはず！　そんな 「雨の流れの楽しい可視

化」 が 「雨樋アート」 のコンセプトです。

虫や魚、 地域の生き物の形を取り入れた雨樋で雨庭に雨水

を導けば、 私たちがいつも排水している雨水と自然環境との

つながりを伝えるメッセージに！　図工の時間に DIY で雨樋アート

を作成すれば、 美術教育 X 雨水教育に！　お店では雨樋を装

飾として季節ごとにかけかえたり、 面白い雨樋が並ぶ街並み

が生まれ観光名所や芸術祭のテーマになったり ・ ・ ・ これまで

になかった雨樋の意味 ・ 役割も次々と生まれそうです。

いずれは雨水活用製品のビジネスが展開されていくことも見据

えて、 新しい雨樋 「雨樋アート」 の活躍を夢見ます。

「雨樋アート」
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海の生き物と雨水排水の関係は？ 図工や美術の時間やお家で、 身近な素材で 「鎖樋」 を DIY。 松ぼっくりは

水がかかると縮んだりと、 天気によって様子が変わります ( 環境教育にも） ！

季節によって雨樋の衣替え。

冬ならクリスマス ver. に！

地球環境と水

雨の日に動く雨樋。 地域の歴史 ・ 文化を表現することもできます。 プランターによる一時貯留機能と

合わせて

雨粒と傘をコンセプトにした

オブジェ

雨水は実は飲めます！



樋の形はそのままでも、 壁にお絵かきすることで、 雨樋が突然！楽しいアートの舞台になります。 壁画とオブジェを組み合わせた

癒しの雨樋アート

ミニ一時貯留機能のある雨樋

雨樋ピタゴラスイッチ 星座をモチーフに 江戸時代、 多くの雨樋は竹製

でした

格好良かったり、 面白かったり、 多様な興味 ・ 発想の受け皿にな

ることで、 雨樋アートは雨水活用を幅広い層に訴求します♪


